
 

土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 

 
                  

          
   

 

 

 

水害版 BCP(事業継続計画)の策定を支援します 

～第１回水害版 BCP 策定セミナーを開催～ 

※BCP（事業継続計画）とは、企業等が自然災害等にあった場合に、事業資産の損害を最小限にとどめ

つつ、中核となる事業の継続や早期復旧を可能とするため、平時に行うべき活動や、当該緊急非常時に

おける事業継続のための方法、手段などをあらかじめ取り決めた計画のことです。 

 

１．日時     第 1 回 令和４年 ７月２５日（月）14:00～16:00 

第 2 回 令和４年 ９月頃（予定） 

第 3 回 令和４年１１月頃（予定） 

 

２．場所     名古屋商工会議所３階 第 1 会議室（名古屋市中区栄 2-10-19 名古屋商工会議所ビル） 

           WEB（Microsoft Teams） 併用 

 

３．プログラム  別紙１をご参照ください 

 

 ４．その他    新型コロナ感染症拡大防止のため、座席の間隔を開ける、換気を行う等、 

必要な対策を講じます。 

 

※取材について  現地取材を希望される報道機関におかれましては、７月２２日（金）１２時迄に 

別紙２「取材登録書」 をメールまたはＦＡＸにて提出をお願いします。 

 

           取材される方におかれましても、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 

マスク着用にご協力いただきますよう、よろしくお願いします。 

  

５．配布先    中部地方整備局記者クラブ、中部経済産業記者会 

 

主催  国土交通省中部地方整備局庄内川河川事務所、経済産業省中部経済産業局 

後援  名古屋市、名古屋商工会議所 

近年、激甚化・頻発化する水災害に事前に備えていただくため、民間企業を対象とし

た、水害版ＢＣＰ(事業継続計画)※の策定セミナーを開催いたします。 

本セミナーは、全３回のシリーズ形式を予定しています。第３回では、第１～２回の

内容を踏まえ、簡易的に水害版ＢＣＰを策定できるツールを使用し、水害版ＢＣＰを策

定していただけます。 

令 和 ４ 年 ７ 月 ６ 日 

国土交通省中部地方整備局 

庄 内 川 河 川 事 務 所 

経済産業省中部経済産業局 
 

 

 
 
 

 



 

 
 
 
 
 

【問い合わせ先】 

庄内川河川事務所 総括地域防災調整官  高橋
たかはし

 由
よし

典
のり

 

調査課長       板倉
いたくら

 舞
まい

 

電 話 （０５２）９１４－６７１３   FAX （０５２）９１４－６９４７ 

 

中部経済産業局 総務企画部総務課 総務課長     山田
や ま だ

 容
よし

功
かつ

 

                 災害対策専門官  安藤
あんどう

 憲一
けんいち

 

電 話（０５２）９５１－２６８３   FAX （０５２）９６２－６８０４ 



近年、令和元年東日本台風や令和 2 年 7 月豪雨

など、水災害によって 多くの企業が事業停止に追い

込まれています。

名古屋市でも、庄内川をはじめとする多くの河川を

有しており、2000年の東海豪雨のような甚大な水害

がいつ発生してもおかしくない状況です。 □ □ □

近年、不測の事態への備えとして、事前に防災対

応や被災時の行動を決めておく、B C P（事業継続

計画）が注目されていますが、業務多忙な中、作成

まではなかなか手が回らない のが実情ではない

でしょうか。

そこで、今回のセミナーではBCPの必要性から策

定方法に至るまで、全3回にわたって学んでいただ

き、最終的に簡易的な水害版BCPを策定すること

を目的に開催いたします。

どなたでも無料でお申込みできますので、この

機会にぜひ参加をご検討ください。

主催： 中部地方整備局庄内川河川事務所、
中部経済産業局

後援： 名古屋市、名古屋商工会議所

参加無料
全3回

（シリーズ）

7/25 月

※ 第2回・第3回の詳細は、別途掲載いたします

平成27年9月関東・東北豪雨
出典：国土交通省関東地方整備局

※内容は一部変更になる可能性があります

より 全3回開催

7/25 月

14:00 16:00
（開場 13:30）

名古屋商工会議所
第1会議室（3階）

「BCPの必要性について学ぶ」

開催方法 ： 対面 ・ WEB（Microsoft Teams）併用

会場

申込方法 ： メール（詳細は裏面をご覧ください）

名古屋市における水害リスクや、
BCPの基礎、事業継続力強化計画に
ついて分かりやすく解説します

Step 1第1回

詳細は
裏面へ

平成30年7月豪雨
出典：国土交通省中国地方整備局

東海豪雨（2000年） 令和2年7月豪雨

別紙１



開催日時 内容（概要）

第1回

講義①
近年の水災害の発生状況、名古屋市の水害リスク など
＜講演者＞庄内川河川事務所

講義②
・事業継続力強化計画（※）制度概要、申請方法等
・地域連携BCPについて など
＜講演者＞中部経済産業局

講義③
BCP作成支援ツールのご紹介・意見照会
＜講演者＞パシフィックコンサルタンツ（株）

第2回

講義①
水害を経験した企業の体験談（仮称）（事例紹介）
＜講演者＞水害経験企業（調整中）

講義②

BCP作成に不可欠な自社の「重要業務」が何かを分析・
検討する手法を紹介
※検討内容を第3回のBCP作成ワークショップで使用します
＜講演者＞BCP有識者（調整中）

第3回

講義①
BCP作成支援ツールを活用した
簡易BCP作成ワークショップ
＜講演者＞パシフィックコンサルタンツ㈱

7/25
14:00 16:00

月

「BCPの必要性について学ぶ」Step 1

Microsoft Excelが
使用できるノートPCを
ご持参ください

「事例報告 ・ 重要業務分析ワークショップ」Step 2

「BCP作成ワークショップ」Step 3

中小企業が策定した防災・減災の事前対策に関する計画を経済産業大臣が「事業継続力強化計画」として
認定する制度です。認定を受けた中小企業は、税制措置や金融支援、補助金の加点などの支援策が受け
ることができます。

開催方法 ： 対面 ・ WEB（Microsoft Teams）併用

＜必要事項＞

①事業所名 ②所在地 ③電話番号 ④業種
⑤従業員数 ⑥メールアドレス ⑦参加者名
⑧役職 ⑨参加方法（対面 / WEB）

締 切

参 加 費

持 ち 物

： 7月20日（水）（第1回セミナー〆切）

： 無料

： 特になし（第3回のみノートPC持参）

※ 事業継続力強化計画 とは・・・

（開場 13:30）

 対面でのお申し込みは、定員（30名）になり次第
締め切らせていただきます。

 WEB参加をご希望の方には、後日Teamsの
URLを送付します。

 当日参加できなくなった場合は、後日
庄内川河川事務所HPにて録画をご覧いただけます。

名古屋商工会議所
第1会議室（3階）

9月頃
（詳細は決定次第、

別途掲載いたします）

＜送付先・お問い合わせ＞

国土交通省 庄内川河川事務所
（事務局 ： パシフィックコンサルタンツ㈱ 防災部）

E-mail ： shonai-bcp@tk.pacific.co.jp

プログラム

当日はマスクの着用、体温測定、手指の消毒等、
感染症対策へのご協力をお願いいたします。

お申込み ： 下記の必要事項を記入の上、事務局にメールでご連絡ください

内容は一部変更になる可能性があります。
全3回のシリーズ形式で開催いたしますが、ご希望の回のみ参加していただくことも可能です。

11月頃
（詳細は決定次第、

別途掲載いたします）



別紙２ 

 

取 材 登 録 書 

水害版ＢＣＰ策定セミナー 

 

取材を希望される報道機関におかれましては、７月２２日（金）１２時迄に 

「取材登録書」をＦＡＸまたはメールにてご提出をお願いします。 

 

 

１．報道機関 名                        

 

 

２．取 材 者 等  

 

     １）氏   名                           

       

 ２）連 絡 先 ＴＥＬ                    

 

 

          メール                    

 

    ＦＡＸ                    

 

     ３）取材人数       人 

 

 

３．提 出 先 庄内川河川事務所 調査課 

ＦＡＸ （０５２）９１４－６９４７ 

メール   cbr-shonai00@mlit.go.jp 

 

４．問い合わせ先 庄内川河川事務所 総括地域防災調整官 高橋 由典 

                              調査課長      板倉 舞 

                     ＴＥＬ （０５２）９１４－６７１３ 

 

※取材の際は、マスク着用にご協力いただきますようお願いいたします。 

※当日ご連絡可能な電話番号をご記入ください。 
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